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● 10 月のワンポイントセミナー

政
府
は
11
月
19
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
防
止
と
経
済
活
動
の
両

立
を
目
標
に
し
た
経
済
対
策
を
臨
時
閣

議
で
決
定
し
た
。
国
と
自
治
体
の
財
政

支
出
は
過
去
最
大
の
55
兆
７
千
億
円

で
、
民
間
の
支
出
額
な
ど
を
加
え
た
事

業
規
模
は
78
兆
９
千
億
円
に
上
る
。
介

護
職
員
の
収
入
引
き
上
げ
は
「
公
的
部

門
に
お
け
る
分
配
機
能
の
強
化
等
」
に

明
記
さ
れ
、
介
護
職
員
ら
の
収
入
を
３

％
程
度（
月
額
９
千
円
）引
き
上
げ
る
。

岸
田
文
雄
首
相
は
同
日
の
経
済
財
政

諮
問
会
議
で
「
経
済
対
策
を
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
執
行
し
、
経
済
を
立
て
直

し
、１
日
も
早
く
成
長
軌
道
に
乗
せ
る
」

と
決
意
を
表
明
し
た
。

経
済
対
策
の
名
称
は
「
コ
ロ
ナ
克
服
・

新
時
代
開
拓
の
た
め
の
経
済
対
策
」。

３
章
か
ら
成
り
、
第
３
章
に
「
取
り
組

介
護
職
員
の
収
入
３
％
ア
ッ
プ
へ

介
護
職
員
の
収
入
３
％
ア
ッ
プ
へ

来
年
２
月
か
ら
段
階
的
に
実
施

持
続
的
引
き
上
げ
に
期
待

「コロナ克服・新時代開拓のための経済対策」骨子「コロナ克服・新時代開拓のための経済対策」骨子

介護現場の職員を対象とした「ワンポイントセ
ミナー」。10月は明尽苑（千葉県松戸市・西慶二
郎施設長）がユニットリーダー実地研修施設にな
るまでの過程を3回シリーズで開催した。実地研
修施設になるために具体的にどのような取り組み
をすればよいのか―施設職員が、17年間の取り組
みの様子、その中から生み出された様々な工夫や
意識の変化などについて発表した。

【事務局から】
実地研修施設募集‼
推進協では実地研修施設を募集しています。
実地研修施設を目指すことが、職員間の連携や
質の向上につながります。ご応募をお待ちして
おります。
なお、12月は岐南仙寿うれし野（岐阜県羽島
郡・近石千恵美施設長）が実地研修施設になる
までの過程を3回シリーズ（12月7日、1４日、
21日）で開催しています。

実地研修施設になるまで（千葉県・明尽苑）
STEP2：入居者目線から見た施設　
　　　　　施設は入居者の暮らしの場
講　師：介護副主任　平山明子氏
11年前、理想のケアができるように

なるためにユニットリーダー研修の実地研修施設
を目指すことになった。そのために、1日8時間
車椅子で生活をするといった入居者体験を8か月
かけて全職員が行うなど、６つの取り組みを実施
した。その結果、職員が入居者目線で考えるよう
になった。

STEP3：そして、今、施設は…
講　師：別館フロア長　吉田拓也氏
2013年に実地研修施設に合格して

から、現在まで９つの取り組みを実施
している。日々の変化は小さいが、振り返ってみ
たら大きく変化していた。試行錯誤しながら、あ
きらめずに継続することで理想の施設への階段を
一歩ずつ登っていく。それは永遠に続くものだ。

STEP1：�職員目線から見た施設　
　　　　施設は私たちの仕事場
講　師：介護主任　前田恵美氏
17年前、開設当時の施設は、ハード

面は自由な家という環境だったが、ソフト面では
少人数の集団ケアだった。入居者の望む暮らしを
実現するために、看取りの開始、8時間夜勤の導
入、理念の見直し、法人全体のマニュアル作成な
どを行ったが、まだまだ職員目線のケアだった。

【セミナーを聞いて】
「自分たちで理想の施設に近づける」
現状のままで満足するのか、それとも高みを
目指すのか…。明尽苑は後者を選び、17年間、
試行錯誤しながらも様々な工夫や努力の積み重
ねをしてきた。ユニット型施設として建物（ハ
ード）はあるが、入居者がその人らしく過ごせ
る場所になっているだろうか…理想のケア（ソ
フト）を実現するために仕組みを考え、入居者
目線に切り替えた。それが今日の施設を形作っ
ていると感じた。� （山）

2021年10月ワンポイントセミナー

む
施
策
」
と
し
て
実
施
す
べ
き
具
体
的

な
施
策
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

介
護
士
の
収
入
引
き
上
げ
は
第
３
章

の
「
公
的
部
門
に
お
け
る
分
配
機
能
の

強
化
等
」
で
取
り
上
げ
ら
れ
、「
看
護
、

介
護
、
保
育
、
幼
児
教
育
な
ど
の
現
場

で
働
く
方
々
の
収
入
の
引
き
上
げ
等
」

と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

第１章「はじめに」
我が国経済の状況をみると、新型
コロナウイルス感染症の影響により
依然として厳しい状況にあり、感染
の拡大が想定より長く続いたことか
ら、各機関による今年度の経済成長
率の見通しは下方修正が相次いでい
る。
他方、新型コロナウイルス感染症
については、８月下旬以降減少傾向
に転じた。９月末をもって、全国の
緊急事態宣言及びまん延防止等重点
措置は全て解除され、行動制限も段
階的に緩和している。この状況を楽
観することなく、感染拡大の可能性
に備えて、危機管理に万全を期すと
ともに、この機を捉え、一日も早く
通常に近い社会経済活動の再開を図
る。
第２章「本経済対策のねらい」
岸田内閣の基本である国民との丁
寧な対話を踏まえ、本経済対策は目
の前の新型コロナウイルス感染症の
困難を乗り越え、ポストコロナの未
来を切り拓くことで、国民の皆様に
安心と希望をお届けするものとす
る。このため、前章で示した認識の
下、政府としては、新型コロナウイ
ルス感染症対応に万全を期すととも
に、「新しい資本主義」を起動させ、
「成長と分配の好循環」を実現する
ため、４つを柱とする総合的な経済
対策を策定する。
第３章「取り組む施策」
分配戦略～安心と成長を呼ぶ「人」

への投資の強化から民間部門におけ
る分配強化に向けた強力な支援と、
公的部門における分配機能の強化等
があげられた。
看護、介護、保育、幼児教育など、
新型コロナウイルス感染症への対応
と少子高齢化への対応が重なる最前
線において働く方々の収入の引上げ
を含め、全ての職員を対象に公的価
格の在り方を抜本的に見直す。民間
部門における春闘に向けた賃上げの
議論に先んじて、保育士等・幼稚園
教諭、介護・障害福祉職員を対象に、
賃上げ効果が継続される取組を行う
ことを前提として、収入を３％程度
（月額9千円）引き上げるための措
置を、来年２月から前倒しで実施す
る。看護については、まずは、地域
でコロナ医療など一定の役割を担う
医療機関に勤務する看護職員を対象
に、賃上げ効果が継続される取組を
行うことを前提として、段階的に収
入を３％程度引き上げていくことと
し、収入を１％程度（月額４千円）
引き上げるための措置を、来年２月
から前倒しで実施した上で、来年10
月以降の更なる対応について、令和
４年度予算編成過程において検討
し、必要な措置を講ずる。
また、医療、介護・障害福祉、保育の
人材育成・確保の更なる支援に取り
組む。政府調達の対象企業の賃上げ
を促進するため、賃上げを行う企業
から優先的に調達を行う措置など政
府調達の手法の見直しを検討する。

藤
村
二
朗
介
護
保
険
委
員
長

今
回
の
経
済
対
策
で
介
護
現
場
が
評

価
さ
れ
た
こ
と
は
意
義
深
い
が
、
3
%

で
9
千
円
の
ア
ッ
プ
を
一
回
行
う
だ
け

で
は
先
の
展
望
が
開
け
る
と
は
言
い
難

い
。
次
期
報
酬
改
定
で
は
利
益
率
次
第

で
ま
た
逆
方
向
に
舵
を
切
る
の
で
は
と

の
懸
念
も
あ
る
。
長
期
に
渡
っ
て
上
げ

続
け
ら
れ
る
持
続
可
能
な
政
策
を
政
府

に
は
期
待
し
た
い
。

ま
た
、
推
進
協
で
は
、
今
年
４
月
の

赤
枝
眞
紀
子
会
長
就
任
時
の
公
約
で
あ

る
質
の
向
上
を
政
策
の
柱
に
据
え
、
こ

れ
ま
で
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
推
進
議

員
連
盟
へ
の
要
望
で
あ
っ
た
り
、
ユ
ニ

ッ
ト
ケ
ア
完
全
実
施
決
議
大
会
を
開
催

す
る
等
の
実
績
を
積
ん
で
き
て
い
る
。

経
済
対
策
に
は
、
人
材
育
成
・
確
保

の
更
な
る
支
援
に
取
り
組
む
と
の
文
言

も
あ
る
の
で
、
質
の
面
で
の
人
材
育
成

策
も
打
ち
出
し
て
も
ら
い
た
い
。

藤村二朗
介護保険委員長

政府・
閣議決定
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ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
の
役
割

講
演
・
宮
島　
渡
氏

ユニット型特養のポジショニング

【
群
馬
】
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
（
特
養
）

（
福
）
苗
場
福
祉
会

理
事
長　
湖
山
泰
成

施
設
長　
高
野
朋
子

高
崎
市
井
野
町
9
1
5
番
地
2

【
埼
玉
】
孝
の
季
苑
（
特
養
）

（
福
）
あ
す
か
福
祉
会

理
事
長　
素
花
源
之

施
設
長　
前
田
由
佳
子

川
口
市
青
木
5
丁
目
17
番
23
号

【
静
岡
】
第
二
遠
州
の
園
（
特
養
）

（
福
）
遠
江
厚
生
園

理
事
長　
大
石
英
二

施
設
長　
伊
藤
研

磐
田
市
鮫
島
1
8
0
4
︱
1

【
福
岡
】
ひ
の
き
（
老
健
）

（
医
）
ひ
の
き
会

理
事
長　
亀
川
陽
次
郎

施
設
長　
辻
ゆ
か
り

福
岡
市
南
区
桧
原
6
丁
目
44
︱
20

【
大
分
】
寿
志
の
里
（
特
養
）

（
福
）
龍
和
会

理
事
長　
衛
藤
和
郎	

施
設
長　
宮
崎
眞
光

大
分
市
中
判
田
1
3
4
2
︱
3

今
年
1
月
に
無
効
化

さ
れ
た
「
エ
モ
テ
ッ

ト
」。
復
活
の
兆
し
が

あ
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス

を
目
に
し
ま
し
た
。

「
エ
モ
テ
ッ
ト
」
は
感

染
し
た
人
の
メ
ー
ル
の
受
信
簿
に
あ
る

ア
ド
レ
ス
に
メ
ー
ル
を
送
っ
て
、
感
染

を
広
げ
て
い
く
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ウ
イ
ル

ス
で
す
。
感
染
し
た
時
点
で
、
受
信
簿

の
情
報
は
吸
い
取
ら
れ
て
い
る
た
め
、

ウ
イ
ル
ス
を
除
去
し
て
も
被
害
は
続
き

ま
す
。
し
か
も
、
実
際
に
や
り
と
り
さ

れ
た
メ
ー
ル
を
利
用
す
る
の
で
文
面
に

違
和
感
が
な
く
、
だ
ま
さ
れ
や
す
い
と

い
っ
た
“
曲
者
”
で
す
。
感
染
対
策
の

大
原
則
は
「
不
審
な
メ
ー
ル
の
U
R
L

や
添
付
フ
ァ
イ
ル
は
開
か
な
い
」
と
い

っ
た
基
本
的
な
こ
と
。
C
o
v
i
d
︱

19
同
様
、
ウ
イ
ル
ス
対
策
は
「
油
断
大

敵
！
一
人
ひ
と
り
が
基
本
に
忠
実
に
」

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。�

（
山
）

事
務
局
か
ら

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る

【
会
員
施
設
数
】
3
9
5
施
設

�

（
令
和
3
年
12
月
5
日
現
在
）

費用大

住宅型
有料老人ホーム

軽費老人ホーム

養護老人ホーム

（サービス付き
高齢者向け住宅） ユニット型

特養

特別養護
老人ホーム

介護付き有料老人ホーム

特定
施設

費用小

自
立

要
介
護

住民参画型
サロン・カフェ

リハビリ
特化型デイ

24時間型訪問看護・介護
小規模多機能等

特別養護
老人ホーム等

介護・生活支援の提供

自立 要支援 要介護1・2 要介護3・4・5 終末期

伴走型ケアマネジメント

医療の提供

くぼみと傾きをどうマネジメントするか

診療往診 訪問 救急・入院
ターミナ
ルケア

①給付管理から健康管理（重度化対応）
②多職種協働（チームケアの要）
③継続的な支援に伴走する

地域包括ケアのケアパス（Care Pathway）

全
国
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
推
進
協

議
会
の
第
８
弾
月
例
研
究
会
が
11
月
22

日
、
開
催
さ
れ
た
。
日
本
社
会
事
業
大

学
専
門
職
大
学
院
特
任
教
授
の
宮
島
渡

氏
が
講
師
と
な
り
、「
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設

の
役
割
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。

【
課
題
１ 

ケ
ア
と
住
居
の
需
要
と
供
給

の
課
題
＋
費
用
（
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
）】

１
９
９
３
年
に
長
野
県
真
田
町
に
施

設
を
造
っ
た
時
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
自

分
が
入
り
た
い
施
設
を
造
る
」だ
っ
た
。

だ
が
、
事
業
展
開
す
る
う
ち
に
そ
の
理

念
は
変
わ
っ
た
。
ベ
ス
ト
な
の
は
「
地

域
移
行
」
と
「
施
設
に
入
ら
な
く
て
も

い
い
ケ
ア
」
で
は
な
い
か
と
考
え
る
よ

う
に
な
っ
た
。
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
の
考
え

の
１
つ
は
家
庭
的
で
個
別
的
に
す
る
た

め
の
小
規
模
化
だ
。
そ
こ
で
、
私
た
ち

は
施
設
の
近
く
に
家
を
借
り
て
、
日
中

に
特
養
の
利
用
者
が
過
ご
す
逆
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
に
取
り
組
ん
だ
。

２
０
０
６
年
か
ら
地
域
介
護
・
福
祉

空
間
整
備
等
交
付
金
が
ス
タ
ー
ト
し
、

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
、
認
知
症

対
応
型
共
同
生
活
介
護
、
地
域
密
着
型

特
養
、
サ
テ
ラ
イ
ト
型
特
養
な
ど
地
域

包
括
支
援
の
整
備
が
始
ま
っ
た
。
特
養

は
地
域
に
開
か
れ
た
資
源
と
し
て
、
地

域
包
括
ケ
ア
へ
の
ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
（
踊

り
場
）
に
な
る
役
割
を
担
う
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
た
が
、
地
域
包
括
ケ
ア
推

進
の
入
り
口
と
し
て
の
ユ
ニ
ッ
ト
型
施

設
整
備
で
止
ま
り
、
出
口
は
地
域
に
な

っ
て
い
な
か
っ
た
。

最
初
に
考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
課

題
は
ケ
ア
と
居
住
の
需
要
と
供
給
、
そ

し
て
費
用
だ
。
ユ
ニ
ッ
ト
型
特
養
に
入

所
す
る
に
は
一
定
の
所
得
が
あ
っ
て
要

介
護
3
～
５
の
条
件
を
満
た
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
介
護
度
が
低
い
人
や
、

す
ぐ
に
で
も
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
い
人

に
は
マ
ッ
チ
し
な
い
。
高
齢
者
サ
ー
ビ

ス
に
お
け
る
ユ
ニ
ッ
ト
型
特
養
の
ポ
ジ

シ
ョ
ニ
ン
グ
は
、
介
護
保
険
制
度
が
創

設
さ
れ
た
時
と
は
だ
い
ぶ
変
わ
っ
て
き

て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
稼
働
率
は
低

下
し
、経
営
は
苦
し
く
な
る
ば
か
り
だ
。

サ
ー
ビ
ス
の
守
備
範
囲
を
広
げ
、
利
用

者
を
獲
得
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
。

【
課
題
２ 

中
重
度
者
の
ケ
ア
・
多
死
時

代
】２

０
４
０
年
に
は
、
要
介
護
度
４
～

５
の
重
度
者
が
増
え
る
こ
と
が
予
測
さ

れ
て
い
る
。
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
入

所
者
の
平
均
要
介
護
度
は
平
成
29
年
度

で
３
・
94
。
今
後
は
中
重
度
者
に
ど
う

対
応
し
て
い
く
か
が
課
題
だ
。
重
度
化

は
防
げ
な
い
が
、
重
度
化
対
応
で
今
の

状
態
を
維
持
す
る
こ
と
は
で
き
る
。

肺
炎
の
治
療
、
転
倒
骨
折
、
急
変
な

ど
の
理
由
で
、
入
院
す
る
人
た
ち
が

34
・
５
％
い
る
。
こ
う
し
た
者
を
し
っ

か
り
と
看
る
こ
と
で
重
度
化
は
予
防
可

能
だ
。
入
院
す
る
人
た
ち
を
減
ら
す
こ

と
が
で
き
れ
ば
稼
働
率
の
低
下
を
食
い

止
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
の
場
合
、
居
室

で
家
族
と
共
に
看
取
り
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
。
看
取
り
支
援
を
積
極
的
に
進

め
る
べ
き
だ
。

【
ミ
ッ
シ
ョ
ン
１ 

施
設
機
能
を
地
域
に

分
散
】

特
養
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
3
つ
あ
る
。

1
つ
目
は
地
域
に
密
着
し
た
サ
ー
ビ

ス
の
展
開
。
ユ
ニ
ッ
ト
型
特
養
だ
け
の

運
営
で
は
兵
糧
攻
め
（
利
用
者
減
に
よ

る
資
金
不
足
）
に
あ
う
。
他
の
介
護
サ

ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
が
介
護
度
の
低
い

段
階
の
利
用
者
を
早
い
う
ち
に
確
保
し

て
し
ま
う
か
ら
だ
。
地
域
包
括
ケ
ア
研

究
会
で
は
、
街
作
り
の
拠
点
と
し
て
施

設
機
能
を
地
域
に
分
散
さ
せ
て
、
地
域

ま
る
ご
と
を
特
養
に
す
る
考
え
を
提
案

し
て
い
る
。
例
え
ば
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
て
包
括
報
酬
型
の
サ
ー
ビ
ス
を
展

開
す
る
。
法
人
に
地
域
全
体
の
保
健
や

介
護
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ

に
し
て
一
定
額
で
委
託
し
、
要
支
援
１

か
ら
要
介
護
度
５
ま
で
の
す
べ
て
の
人

が
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
と
い
っ
た
も
の
だ
。
包
括
報

酬
型
は
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
増
え
て

も
利
用
者
に
と
っ
て
は
負
担
増
と
な
ら

ず
、
ワ
ン
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
で
き
る
の
で
サ
ー
ビ
ス
の
間
に
隙

間
が
で
き
な
い
。
だ
が
、
サ
ー
ビ
ス
過

剰
に
な
る
と
単
価
が
下
が
っ
て
く
る
。

そ
の
た
め
に
も
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
適

切
な
量
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
す
る
た
め

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
必
要
だ
。

【
ミ
ッ
シ
ョ
ン
２ 
中
重
度
者
を
地
域
で

支
え
る
】

2
つ
目
は
医
療
と
介
護
の
連
携
だ
。

中
重
度
者
を
地
域
で
支
え
る
に
は
、
エ

ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た
ケ
ア
と
医
療
・

介
護
サ
ー
ビ
ス
保
障
の
強
化
が
必
要

だ
。
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た
ケ
ア
を

す
る
に
は
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
を
強
化
し
、
し
っ
か
り
と
記
録

を
取
っ
て
要
因
分
析
を
行
う
。
そ
し
て

経
験
を
踏
ま
え
、
先
を
推
測
す
る
。
ア

セ
ス
メ
ン
ト
に
よ
り
裏
付
け
ら
れ
た
仮

説
を
立
て
、
多
職
種
が
連
携
し
て
エ
ビ

デ
ン
ス
に
基
づ
い
た
ケ
ア
を
す
る
。
仮

説
を
裏
付
け
る
に
は
エ
ビ
デ
ン
ス
が
必

要
だ
。排
便
が
無
い
か
ら
下
剤
を
使
う
、

落
ち
着
き
が
な
い
か
ら
向
精
神
薬
を
処

方
す
る
―
と
い
っ
た
対
処
療
法
で
は
な

く
、
な
ぜ
起
き
て
い
る
の
か
分
析
し
、

仮
説
を
立
て
、
そ
の
仮
説
を
裏
付
け
る

エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た
ケ
ア
を
す
る

こ
と
だ
。

ま
た
、
高
齢
者
は
重
篤
な
病
気
に
な

れ
ば
、「
患
者
」
と
し
て
入
院
し
て
治

療
を
受
け
る
が
、
退
院
し
て
地
域
に
戻

れ
ば
、
持
病
の
あ
る
「
生
活
障
害
者
」

と
い
う
立
場
だ
。

川
越
雅
弘
先
生
（
埼
玉
県
立
大
学
教

授
）
は
地
域
包
括
ケ
ア
に
お
け
る
医
療

の
提
供
に
つ
い
て
、2
点
あ
げ
て
い
る
。

１
つ
め
は“
く
ぼ
み
”（
急
激
な
機
能
低

下
）
を
小
さ
く
す
る
こ
と
。“
く
ぼ
み
”

を
小
さ
く
す
る
こ
と
で
入
院
を
減
ら
す

こ
と
が
で
き
る
。
2
つ
め
は
“
傾
き
”

（
緩
や
か
な
機
能
低
下
）
を
よ
り
緩
や

か
に
す
る
こ
と
。
認
知
症
の
進
行
ス
ピ

ー
ド
を
緩
め
る
取
り
組
み
が
必
要
だ
。

【
ミ
ッ
シ
ョ
ン
3 

共
生
型
の
し
く
み
で

支
え
る
】

3
つ
目
は
共
生
型
の
し
く
み
（
高
齢

者
だ
け
で
な
く
障
害
、
児
童
、
生
活
困

窮
者
な
ど
地
域
の
な
か
で
生
活
を
継
続

で
き
る
し
く
み
）
を
取
り
入
れ
る
こ
と

だ
。
社
会
福
祉
法
人
は
要
介
護
３
～
５

の
人
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
全

体
の
福
祉
の
た
め
に
存
在
す
る
。
原
資

が
税
金
な
の
だ
か
ら
、
地
域
の
生
活
ニ

ー
ズ
の
支
援
を
し
て
還
元
す
る
こ
と
が

使
命
で
は
な
い
か
。

こ
れ
ま
で
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
は
、
施
設
待
機
者
が
増
え
れ

ば
施
設
を
増
や
す
と
い
う
考
え
方
だ
っ

た
。
だ
が
、
よ
く
考
え
る
と
、
こ
れ
ま

で
待
機
者
と
考
え
ら
れ
て
き
た
人
た
ち

は
地
域
生
活
困
難
者
で
は
な
い
か
。
彼

ら
が
求
め
て
い
る
の
は
施
設
で
は
な

く
、
施
設
の
中
に
あ
る
機
能
と
仕
組
み

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
看
護

機
能
⇨
訪
問
看
護
、
食
事
機
能
⇨
配
食

サ
ー
ビ
ス
と
い
っ
た
具
合
に
、
必
要
と

さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
れ
ば
、

地
域
生
活
困
難
者
は
地
域
の
中
で
住
み

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
３
点
が
こ
れ
か
ら
の
特
養
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
ろ
う
。
地
域
包
括
ケ

ア
の
入
り
口
に
立
つ
ユ
ニ
ッ
ト
型
特
養

は
、
入
居
者
の
み
に
向
け
た
サ
ー
ビ
ス

提
供
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
に
培
っ
た

ノ
ウ
ハ
ウ
や
技
術
知
識
を
い
か
に
地
域

に
展
開
し
て
い
く
か
。
地
域
の
中
で
自

立
か
ら
看
取
り
ま
で
医
療
と
介
護
を
上

手
く
繋
ぎ
な
が
ら
伴
奏
し
、
シ
ー
ム
レ

ス
に
地
域
を
面
で
支
え
て
い
く
こ
と
が

重
要
だ
。２
０
２
５
年
を
目
前
に
控
え
、

ユ
ニ
ッ
ト
型
特
養
の
進
む
べ
き
道
は
指

し
示
さ
れ
て
い
る
。

入
会
施
設
の
ご
紹
介
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